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財政って何？

財政とは、市でお金を調達し、そのお金を使い、皆さんへ色々な行政サービスを提供することをいいます。

市で調達するお金には、皆さんに納めていただく税金や、国や県からの補助金、銀行などからの借金があり

ます。また、行政サービスは、保育所や小中学校の管理や、ごみの収集処理、道路や公園の管理などがあり、

色々な形で皆さんに関わっています。

この「知っておきたい！ 犬山市の財政」を通して、皆さんに

1年間に集めたお金や使ったお金はどのくらいなのか？

犬山市の財政状況がどのような状態なのか？

運営は危なくないのか？大丈夫なのか？……など、

市の財政及び行政に興味を持ったり、理解を深めていただくきっかけとなれば幸いです。

国・県

補助金

税金

銀行等から

の借入

小中学校

の運営

ごみ回収

・処理

道路や公園の管理

予算が１年間（4月1日から翌年3月31日まで）に必要なお金の『収入と支出の計画』であることに対して、決算

とは、１年間の『収入と支出の実績』をいいます。

皆さんに収めていただいた税金などがどれだけ集まったか？

福祉、医療や道路や公園の整備・管理などサービスにどれだけかかったか？

などをまとめた決算は、１年間の財政活動の結果として、議会のチェックを受けることになります。

では、次のページから、決算の中身について見てみましょう！
犬山市の決算はこちら！

決算とは？

はじめに
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13.0

53.8

0.2

4.9

0.00.4

1.6

歳出決算 実質収支

0.3

1.466.8

 木曽川うかい事業費特別会計

特別会計（5会計）

 犬山城費特別会計

 国民健康保険特別会計

1.9

歳入決算

68.2

 一般会計 10.7352.3363.7

実質収支歳出決算

(億円)

令和２年度決算を見てみよう！

 水道事業会計

事業会計（２会計）

1.5
11.413.1

4.71.0

純利益支出決算収入決算

 後期高齢者医療特別会計

 介護保険特別会計

歳入決算一般会計

 下水道事業会計

(億円)

(億円)

(収益的収支) 16.9 16.4
0.4

(資本的収支) 9.6 12.9

(資本的収支)

(収益的収支)

13.2

58.8

0.4

※民間企業のように、水道料金や下水道使用料などその事業の収入で事業を行う独立採算方式をとる会計

※特定のサービスを保険料などの特定の収入源によって行うため、一般会計と区分した会計

※皆さんの税金をもとに、福祉、医療、教育など皆さんに身近な行政サービスを行う会計

市の会計は、大きく「一般会計」「特別会計」「企業会計」の３つのグループで分けられており、それぞれ

の会計で性格が異なります。

市の事業を主に行う代表的な会計は「一般会計」と呼ばれています。

実質収支とは？

300

310

320

330

340

350

360

370

380

歳出 歳入

実質収支

翌年度に

繰り越すべき財源

歳入決算と歳出決算を単純に差し引きしたものを形

式収支といいます。形式収支には、事情により翌年度

に繰越すこととなった事業に充てる財源が含まれてい

るため、その分を差し引いたものが「実質収支」とな

ります。

実質収支がマイナスになると赤字団体となります。

実質収支の一部は、翌年度に市の貯金である財政調

整基金に積み立てられ、市の財源として活用されます。

(億円)
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一般会計 
特別会計

総計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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17
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260

280

300

320

340

360

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

歳入決算 歳出決算 実質収支比率（％）

羽黒中央公園整備 内田防災公園整備

(億円)
(％)

一般会計の過去10年間における決算は、以下のとおりです。

大型事業の実施などにより、年度間での増減はあるものの、歳入（収入）と歳出（支出）はともに増加傾

向にあります。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策して特別定額給付金の給付や中小企業に対する緊急支援な

どを実施し、令和元年度の歳出と比べ、約84億円増加しました。また、歳入では、感染症対策の財源として

国庫支出金の増加や、税収の減などを補填するための市債（市の借金）の借入れなど、令和元年度と比較し

て約85億円の増加となりました。

実質収支が赤字の場合、マイナスとなるのでもちろん良くありません。しかし黒字の場合でも、その額

が大きければ良い、というものでもありません。

市は営利を目的としてサービスを行うわけではないため、余剰となる実質収支が極端に大きくなること

は望ましくないためです。

一般的には3～5％が望ましいとされています。

平成26年度以降、計上した予算と実際に支出した額に大きな差が出

た場合、浮いた経費に相当する額は補正予算で減額する取り組みを行っ

ています。補正予算で減額することにより、歳入決算と歳出決算の開き

も抑えられるため、実質収支比率は減少傾向にあります。

実質収支比率とは？

標準財政規模（標準的な行政サービスを行うために必要なお金）に対する、実質収支の割合を指します。

実質収支比率は大きいほどいいの？

(年度)

決算の推移

新型コロナウイルス感染症対策
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どんなお金が入ってきたの？

　市税や施設の使用料など、市が自主的に集め

る財源

　国や県から定められた額によって交付される

財源

繰 越 金

使用料及び手数料や寄附金、諸収入な

ど
そ の 他

市民税や固定資産税、軽自動車税など

基金（市の貯金）からの取崩しや他会

計からの繰入金

前年度から繰り越された余剰金

市 税

繰 入 金

自主財源

依存財源

国 ・ 県

支 出 金

市 債

自治体の財政力に応じて国から配分さ

れたお金

事業を行うためなどの借金

国や県が集めた税金等が配分されたも

の

事業に対する国や県からの補助金など

地　 方

譲与税等

地 方

交 付 税
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繰越金

一般会計の歳入決算額は全体で363.7億円で、前年度より85.2億円（30.6％）増加しました。

最も多いのは、「国・県支出金」が129.3億円で、全体の35.6％を占め、続いて、皆さんに納めていた

だく「市税」が116.8億円で、全体の32.1％を占めています。

(億円)

市債

地方交付税

地方譲与税等

国・県支出金

その他

繰入金

市税

13.7

22.2

27.1

129.3

22.2

9.9
22.4

116.8

R2

歳入の特徴

市税 ：法人市民税の減収などにより4.3億円（3.6％）減少

地方消費税交付金：地方消費税収入の増により3.0億円（23.0％）増加

地方特例交付金：子ども・子育て臨時交付金の減などにより1.5億円（61.6％）減少

国庫支出金：特別定額給付金などの新型コロナウイルス感染症対策などにより83.2億円（285.2％）増加

県支出金 ：新型コロナウイルス感染症対策協力金などにより2.1億円（14.0％）増加

寄附金 ：ふるさと犬山応援寄附金の増などにより1.2億円（18.5％）増加

繰越金 ：前年度から繰り越しされた繰越金が3.7億円（26.9％）減少

一般会計歳入決算

(年度)R１

13.2

20.2

22.6

44.0

22.3

13.6

21.5

121.1
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その他

その他

市債
 

左のグラフは市が調達している「市債（借金）」の

過去10年間の状況です。

「建設地方債」は公共事業のために調達する借金です。

大型事業がある年は市債を多く調達しており、年によ

り大きくバラつきがあります。

「臨時財政対策債」は本来国から交付されるべき地方

交付税の一部を市債として調達するものです。国の算

定により額が左右されます。また、令和２年度では市
0

10

20

30

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（億円）

建設地方債

臨時財政対策債・減収補てん債

100

105

110

115

120

125

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

110.1億円

121.1億円

50.9億円

市民税

52.9億円

固定資産税

1.7億円

軽自動車税

3.6億円

市たばこ税

0.0億円

入湯税

7.5億円

都市計画税

左のグラフは市税の推移を表しています。市税の収入は景気の影響を受けて大きく変動します。

平成20年度に発生したリーマン・ショックにより税収が大幅に減り、平成22年度では平成20年度と比較

して12.6億円の減収となりました。その後、景気の回復により緩やかに回復傾向にありましたが、令和元年

度末ごろより新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年度決算額は、法人市民税のなどの減少によ

り、前年度から4.3億円（3.6％）減少した116.8億円となりました。

右の円グラフは、令和２年度に収入した市税の内訳です。

およそ半分ずつを占めるのは、個人または法人に課税される「市民税」と、所有する土地や家屋などに課

税される「固定資産税」になります。

市税の推移と収入内訳

市債（借金）の推移

建設地方債の内訳

右の円グラフは、令和２年度に調達した「建設地方

債」15.5億円の内訳です。

道路や橋梁の整備・改修事業と学校施設の整備・改

修事業に対する借り入れが約８割を占めています。富

岡荒井線の整備や各小中学校の情報通信セットワーク

整備に伴い、約12.2億円を国や金融機関から借り入れ

道路や橋梁の

整備・改修

6.2億円

学校施設の

整備・改修

6.0億円

健康増進や環境保全

2.6億円

その他

0.7億円

(億円)

(年度)

(年度)
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民 生 費
障害者や高齢者福祉、保育など子育て

支援、医療など

防災活動や交通防犯、市役所庁舎や出

張所の管理、選挙など

何に使われたの？　～ 目的別歳出 ～

教 育 費
学校教育や生涯教育、スポーツ振興、

文化の保存など

道路や河川、公園などの管理や整備費

用

衛 生 費
予防接種や健康診査、市民の健康増

進、環境保全、ごみ処理など

総 務 費

土 木 費

観光や商工業の振興商 工 費

そ の 他

公 債 費 市の借金返済にかかる経費

消防や救急活動、市議会の運営、農林

業の振興、災害復旧費など

歳出決算額は全体で352.3億円となり、前年度の268.5億円から83.7億円（31.2%）増加しました。

目的別の内訳を見ると、一番多いのは特別定額給付金給付事業を実施した「総務費」で118.6億円でし

た。

次に多いのは福祉や医療にあたる「民生費」で92.9億円、次いで「教育費」は38.8億円となりました。
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325
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R1 R2

(億円)

総務費

教育費

衛生費

土木費

公債費

商工費

その他

118.6

92.9

38.8

26.8

25.4

20.8

13.7

15.2

民生費

R２R1

一般会計歳出（目的別）決算

歳出（目的別）の特徴

総務費 ：特別定額給付金給付事業の実施などにより74.0億円（165.8％）増加

民生費 ：子育て・ひとり親世帯への特別給付金や福祉会館の解体などにより2.3億円（2.6％）増加

衛生費 ：民間病院への経営維持資金の貸付けなどにより2.2億円（9.4％）増加

商工費 ：プレミアム商品券事業などの新型コロナウイルス感染症対策により3.4億円（33.6％）増加

土木費 ：浸水被害対策や道路改良工事などにより4.5億円（20.0％）増加

教育費 ：楽田小学校の整備や小中学校への空調設備設置などの終了により、3.6億円（8.4％）減少

目的別歳出の区分

(年度)

90.6

44.6

42.3

23.2

22.4

20.8

10.3
14.3
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生活保護、高齢者・障害者支援などの

福祉、医療にかかる経費

市の借金返済にかかる経費

消耗品費、光熱水費、委託料、備品購

入費など

市民団体などへの補助や関係団体への

負担金など
補 助 費 等

どんな経費がかかったの？　～ 性質別歳出 ～

職員の給与や手当など

公 債 費

扶 助 費

物 件 費

人 件 費

投資的経費
公共・インフラ施設の整備や被災した

公共土木施設の復旧費

繰 出 金

そ の 他
維持補修費、積立金、投資及び出資

金・貸付金、予備費

特別・企業会計の必要経費を補てんす

るなどの目的で拠出する経費

0

25

50

75

100

125

150

175

200

225

250

275

300

325

350

R1 R2

一般会計歳出（性質別）決算

歳出決算の内容を性質ごとに分類（性質別）すると上のようになります。

歳出（性質別）の特徴

義務的経費のうち人件費：会計年度任用職員制度の実施により10.3億円（25.7％）増加

その他の経費うち補助費等：特別定額給付金給付事業などにより77.4億円（414.0％）増加

投資的経費のうち普通建設事業費：楽田小学校の整備の終了などにより5.4億円（14.9％）減少

(億円)

0.0億円

50.2

49.0

20.8

96.1

51.6

25.2

28.6

30.7

義務的経費

その他の経費

投資的経費

平成22年度から比較すると、公債費はほぼ横ばいとなっ

ています。人件費は職員の新陳代謝などにより減少傾向が

続いていましたが、会計年度任用職員制度の開始により令

和２年度では増加しています。また、扶助費は障害者の自

立支援のほか子どもや高齢者の福祉医療助成において必要

性が一層高まっており、増加傾向が続いています。

歳出の中で、義務的経費の割合が多いと、新しく施設な

どを整備したりその他の事業を行うのが難しくなるので注

意が必要です。
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公債費

扶助費

人件費

義務的経費の推移(億円)

R2R1

公債費

扶助費

人件費

物件費

補助費等

繰出金

その他

投資的経費

(年度)

(年度)

40.0

50.4

20.8

49.6

18.7

24.2

28.9

36.0
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市債総額

犬山市の借金を見てみよう！

犬山市の借金は、令和２年度末現在で274.9億円になりま

した。

一般会計では、富岡荒井線の道路整備や学校への情報通信

ネットワーク整備などにより新たな借り入れが増加したため、

前年度末から約7.1億円残高が増加しました。

また、企業会計では、下水道の整備のために借金をしてき

ましたが、事業開始当初に借金をした分を順次完済している

ことや、近年の整備面積の縮小により新規に調達する額も減

少しており、残高も減少傾向にあります。

令和２年度の犬山市一般会計における一人当たりの市債残

高額は、27万7,616円でした。

この金額のうち、約６割を臨時財政対策債が占めています。

臨時財政対策債は、国が地方交付税として交付すべき財源が

不足した場合に、その穴埋めとして市が発行する市債です。

形式は市の借金ですが、その返済にかかる費用の全額が後年

度の地方交付税で国から補てんされるため、実質的には地方

交付税の代替財源となっています。そのため、市債残高の決

算額から臨時財政対策債分を除いた額が、市の借金の正味と

いえます。

犬山市における一人あたりの正味の市債残高は11万4,60

円で、近隣市と比較すると春日井市に次いで大きくなりまし

た。公共施設や道路の整備など大型事業が続いており、今後

も増加が見込まれます。

市債（借金）残高の推移
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犬山市 江南市 小牧市 春日井市 岩倉市

一人当たりの市債残高の比較

■R2年度 市債残高の決算額
■R2年度 臨時財政対策債分を除く市債残高

(億円)

(千円)

「市債（借金）」は財源不足の補てんのために調達することが理由の一

つのため、あまり良いイメージがないかもしれません。

しかし、道路や学校のように、その後何十年も利用する公共施設などは、

その年度の財源だけに頼るとその世代に負担が偏ってしまいます。

借金をすることで世代間の負担を公平にしています。

どうして借金するの？ しなくてもいいのでは？

200

180

100

60
H28 H29 H30 R1

R2年度 一般会計 203.4億円

R2年度 企業会計 71.5億円

(年度)
R2

80
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犬山市の貯金を見てみよう！

災害への対応

（平成23年度 同規模の市）

  1.4億円

  1.6億円

17.7億円
東日本大震災

　　　　 （平成29年度 犬山市）

豪雨災害（平成22年度 犬山市）
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H28 H29 Ｈ30 R1 R2

基金残高の推移

一般会計

特別会計 24.1億円

40.7億円

財政調整基金は、景気の急激な変化や災害などに対応する

財源を補てんすることを目的に積み立てています。

リーマン・ショックによる市税収入の減少に対応するため、

取崩していった結果、一時期は10億円を下回りましたが、

少しずつ回復してきました。

令和２年度末の残高は犬山市の財政規模から見たときに、

一般的に適正と考えている目安（14億円）を上回ることが

できました。

しかし、令和３年度においても、事業の財源補てんのため

に、この一部を取り崩す予定であり、また、新型コロナウイ

ルス感染症への対応のため予算編成時に想定していなかった

取り崩しの必要が発生しています。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

16.9億円

7.7億円

(億円)

基金とは、特定の目的のために資金を積み立て、財産の維

持や事業費の財源などに充てるために準備する貯金のような

ものです。

一般会計には令和２年度末で19の基金が、特別会計には3

つの基金が設置されており、市全体の基金残高は64.8億円

となりました。

■一般会計の主な増減

・公共施設等管理基金 1億6,365万円減少

・広域ごみ処理施設整備基金 9,034万円増加

■特別会計の主な増減

・国民健康保険事業基金 1億4,988万円減少

・介護保険事業費給付費基金 5,484万円増加

財政調整基金残高の推移

(億円)

災害等が発生した際、対応するための経費がどれほど必要

になるかをまとめました。

例えば東日本大震災で被害のあった人口が同規模の市では、

その年の災害復旧費として17.7億円かかりました。

また、平成29年7月の豪雨により、道路や用水路などの施

設が被害にあった時も、財政調整基金を財源に対応を行いま

した。

大規模な災害が発生したとき、国からの補助金がもらえる

場合があります。しかし、それまでは各自治体のお金で対応

しなくてはならず、そのため財政調整基金がないと、できる

ことが限られてきてしまいます。

財政調整基金で対応する経費の例

(年度)

(年度)
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犬山市の経営は大丈夫？

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、「健全化判断比率」と公営企業の「資金不足

比率」を算定しました。これらの指標は、自治体の財政状況を客観的に表し、早期健全化や再生の必要性を判断

するために定めたものです。すべての基準をクリアしていることから、令和２年度末時点での財政運営に大きな

問題はないと言えます。

健全化判断比率は、毎年度監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表することが義務付けられています。

令和２年度決算分については令和３年9月定例市議会で報告しました。

公表したものについては、市のホームページに掲載していますのでご覧ください。

＞＞＞ 犬山市トップページ ＞ 市政情報 > 犬山市の財政 > 健全化判断比率・資金不足比率

…財政規模に対する一般会計などの赤字の割合
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…財政規模に対するすべての会計の赤字の割合
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赤字なし

赤字なし

（状況）

この５か年の間で、一般会計で赤字は発生して

いないため、実質赤字比率はありません。

（状況）

この５か年の間で、犬山市の全会計で赤字は発

生していないため、連結実質赤字比率はありませ

ん。

【算出方法】

一般会計等の実質赤字額 .

標準財政規模

【算出方法】

連結実質赤字額 .

標準財政規模

■早期健全化基準：12.76％

■財政再生基準： 20.00％

4つの指標のいずれか1 つでも早期健全化基準を超えると、「早期健全化団体」となりま

す。その際には、財政健全化計画を策定し、自主的な改善努力による財政の健全化に取り

組まなければなりません。

早期健全化基準

① 実質赤字比率

② 連結実質赤字比率

財政再生基準

早期健全化基準

■早期健全化基準：17.76％

■財政再生基準： 30.00％

早期健全化基準よりも比率が悪化し、財政再生基準を超えると「財政再生団体」となり

ます。財政再生計画策定するほか、市債の発行が制限されたり、総務大臣が予算の変更等

を勧告するなど、国の強い関与による確実な財政の再生に取り組むことになります。

財政再生基準

(年度)

(％)

(年度)

(％)
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実質赤字比率

将来負担比率

資金不足比率
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（状況）

ほぼ横ばいですが、平成29年度以降は過去に行った大型

事業に係る借金の返済が始まり、増加しています。

今後、早期健全化基準を上回る見込みはないものの、今

後も大型事業に係る借金の返済のため、増加する可能性が

あります。

（状況）

一般会計の市債残高の増加とともに、将来負担比率の数

値が増加しました。

今後、早期健全化基準を上回る見込みはありませんが、

学校施設整備などにより市債残高の増加が見込まれること

から、新規事業の実施について必要性を見極め、財政の健

全化を図ります。

【算出方法】

将来負担額－（充当可能財源等） .

標準財政規模－(元利償還金等に係る基準財政需要額算入額)

【算出方法】

（市債の元利償還金＋準元利償還金）

－(特定財源＋元利償還金等に係る基準財政需要額算入額) .

標準財政規模－(元利償還金等に係る基準財政需要額算入額)

■早期健全化基準：25.00％

■財政再生基準： 35.00％

■早期健全化基準：350.00％

■財政再生基準： ―

…財政規模に対する公債費（借金の返済費）の割合③ 実質公債費比率

…財政規模に対する将来負担すべき債務総額の割合④ 将来負担比率

0.0
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40.0

H28 H29 H30 R1 R2

（状況）

この５か年の間で、犬山市のすべての公営企業会計で資

金不足は発生していないため、資金不足比率はありません。

【算出方法】

資金の不足額 .

事業の規模（営業収益の額－受託工事収益の額）

■経営健全化基準：20.00％

…公営企業会計(※)ごとの事業規模に対する資金不足額の比率⑤ 資金不足比率

資金不足なし

※ここでの公営企業会計は、資金不足比率算定上の分類であり、犬山市

では水道事業会計、下水道事業会計、犬山城費特別会計、木曽川うかい

事業費特別会計が対象です。

健全化判断比率における早期健全化基準に相当する基準です。資金不足比率が経営健全

化基準を超えると、財政健全化計画を策定し、自主的な改善努力による経営の健全化に取

り組まなければなりません。

経営健全化基準

(％)

(年度)

(年度)

(％)

(％)

(年度)
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※令和２年度一般会計決算総額を800万円とした場合の各項目の数値を掲載しています。

決算を家計簿にしてみた！

令和3年3月末

犬山市の一般会計決算を、より身近なものに感じてもらうため、

家計に例えてみました。

【犬山 城治さん一家（６人家族）の家計簿】

世帯年収 800万円 （１カ月あたり 約67万円）の場合

支出のうち、食費や医療費、借入金の返済は、市でいう【義務的経費】

にあたります。一般家庭のエンゲル係数（家計における食費の割合）と似

たようなもので、これらが高いと家計に余裕がないことを示しています。

収入も全体のうち給料が一番多くを占めていますが、家のリフォームな

どは効果が長期に渡ることから、銀行からお金を借り入れて、負担を複数

年にわけ支出を平準化させています。

翌年の繰越金へ

35,251円631,414円

今月の収支支出収入

支出合計 631,414円

収入 支出

- =666,665円

34,976円

45,129円

55,023円

14,806円

収入合計 666,665円

90,052円

87,896円

37,315円

92,548円

1,482円

172,187円

貯金の取崩し

（繰入金）

銀行からの借入金

（市債）
49,724円

日用品費・光熱水費

（物件費）

車の維持・修理費

（維持補修費）

固定資産税や町内会費など

（補助費等）

279,829円

237,042円

40,753円

18,206円

41,111円

友人への援助など

（投資及び出資金・貸付金）

お父さん、お母さんの給料

（市税、地方譲与税等、交付税）

おじいさん、おばあさんの年金

（国・県支出金）

不動産収入

（使用料、財産収入、寄附金など）

前月からの繰越金

（繰越金）

貯金の積立て

（積立金）

子どもへの仕送り

（繰出金）

家具の購入や家のリフォーム

（投資的経費）

（公債費）

食費・被服費

（人件費）

医療費・保険料

（扶助費）

借入金の返済
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令和２年度の主な事業

福祉会館の解体

事業費：1億8,272万円
〈事業内容〉

昭和45年に竣工した福祉会館は、老朽化が著しいこと

に加え、景観阻害建築物となっていることから、令和２年

３月に閉館しました。

令和２年度に解体工事を実施しましたが、実施にあたっ

ては近隣住民や観光客への影響が懸念されることから、大

型車両の運行ルートや近隣建築物への影響調査などを実施

し、影響が最小限となるよう努めました。

担当課：福祉課

〈事業内容〉

救急需要の増加に伴い、令和３年４月から救急車を４台

体制で運用できるよう、救急車を１台増車しました。救急

車を４台体制とすることで、重複する救急出動への対応が

強化されます。

また、高度な救急需要に対応するため、救命救急士や救

急隊員の育成を行い、救命救急体制を強化しました。

救急車４台体制の構築

事業費：4,793万円

担当課：消防総務課

令和２年度は、犬山城下町の景観向上と安全性の向上のため老朽化が著しかった福祉会館を解体したほか、救急

車の４台体制の構築、楽田小学校南校舎の長寿命化改良工事を行うなど、様々な事業を行いました。

ここでは令和２年度に実施した事業の一部を紹介していきます。

このほか、令和２年度決算に係る概要、事業ごとの決算説明書を、市のホームページに掲載していますのでご覧

ください。（過去のものも見ることができます）

＞＞＞ 犬山市トップページ ＞ 市政情報 > 犬山市の財政 > 決算＞令和２年度決算説明書/事業評価シート
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おわりに

犬山市の財政状況について、令和２年度決算の状況や、財政指標などの推移を見てきました。

市が行ってきた事業や、財政調整基金（貯金）・市債（借金）といった財政状況について、理解を

深めていただけたでしょうか。

財政状況を数値だけで見ていくと、赤字もなく将来への負担も大きくなく、令和２年度決算時点と

しては問題が少ないと言うことがお分かりいただけたかと思います。

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大への対応など、私たちの生活はかつて経験したことのない

非常事態に直面しているほか、生活保護や高齢者、障害者の支援などの扶助費が増加しており、人口

減少や少子高齢社会という課題もあり、どの自治体も市税など自主財源収入の減少、支出の増大を想

定せざるを得ない時代になりつつあります。

また、近隣市町と共同で実施する広域ごみ処理施設の整備など大型事業が予定されており、市債を

活用していかなければなりませんので、より一層の経営努力が必要となっています。

この状況下において、市ではまず第一に、市民の皆さんへの生活への影響をできる限り少なくする

ため、行政事務の見直し等による効率化や、ふるさと犬山応援寄附金など新たな財源の確保強化など、

市職員の知恵と工夫により、更なる改革及び改善に積極的に取り組んでいきます。

最後に、皆さんに現在の市の財政状況を知ってもらい、また関心を持っていただくことで、今後、

犬山市が進むべき方向を正しく判断していくための礎が築かれるものだと考えます。これからも犬山

市は将来を見据えた適切な財政運営によって、『幸福が実感できる犬山』を目指していきます。

楽田小学校の整備
（長寿命化改良工事等）

事業費：6億3,605万円

担当課：学校教育課

〈事業内容〉

「犬山市小中学校施設の長寿命化計画」に基づき、平成

28年度から令和3年度にかけて、楽田小学校の北舎・体育

館等の整備を行い、教育環境の充実を図ります。

・主なスケジュール

平成30年度 新校舎の建築工事の実施

令和元年度 既設北校舎の解体、

跡地に新体育館の改築、

プール耐震補強工事

令和２年度 既設本校舎の長寿命化改良工事、

既設体育館の解体等
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令和3年10月

犬山市 経営部 経営改善課

〒484-8501 愛知県犬山市大字犬山字東畑36

電 話（0568）44-0313

知っておきたい！犬山市の財政 令和２年度決算


